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安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

〜
障
害
者
を
支
え
る
社
会
づ
く
り
〜

　

近
年
、
障
害
者
福
祉
の
制
度
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
平
成　

年
１８

度
か
ら
始
ま
っ
た
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
自
立
し

た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
み
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社

会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
市
は
、
障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
ら
か
ら
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
必
要
な
情
報
や
ア
ド
バ
イ
ス
の
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
こ
う
し
た
支
援
を
「
相
談
支
援
事
業
」
と
し
て
定

め
、
そ
の
中
核
的
役
割
を
果
た
す
組
織
と
し
て
「
自
立
支
援
協
議
会
」
の
設
置

を
求
め
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
市
の
「
相
談
支
援
事
業
」
と
「
自
立
支
援
協
議
会
」
に
つ
い

て
紹
介
し
、
こ
れ
か
ら
の
障
害
福
祉
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持

つ
人
が
２
２
２
２
人
、
療
育
手
帳
（
知

的
障
害
者
）を
持
つ
人
２
１
３
人
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ
人
１
３

５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
（
平
成　

年
４

２０

月
１
日
現
在
）。
現
在
の
法
律
で
は
、
手

帳
の
保
持
に
よ
り
障
害
者
と
位
置
付
け

て
い
ま
す
が
、
発
達
障
害　

、
高
次
脳

（※１）

機
能
障
害　

な
ど
、
手
帳
が
な
い
障
害

（※２）

も
「
障
害
者
」
の
範
囲
に
位
置
付
け
る

考
え
方
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
人
た
ち
を
含
め
る
と
市
内

に
は
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

以
外
に
も
、
多
く
の
障
害
の
あ
る
人
が

い
ま
す
。
障
害
福
祉
は
私
た
ち
に
と
っ

て
身
近
な
問
題
な
の
で
す
。

市
の
障
害
者
の
現
状

割りばしを袋に詰める作業（市内の福祉サービス事業所）
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安心して地域で暮らすために ～障害者を支える社会づくり～

　

市
は
、
障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情

報
の
提
供
、
助
言
、
支
援
等
を
す
る
相

談
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

　

・　

年
度
の
２
年
間
は
、
市
で
行
っ

１８

１９

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
、
社
会

福
祉
法
人
旭
川
荘
た
か
は
し
授
産
セ
ン

タ
ー
に
事
業
を
委
託
。「
た
か
は
し
障
害

者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
相

談
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
個
々
の
障
害
の
あ
る
人
が

抱
え
る
問
題
の
多
様
化
・
複
雑
化
に
伴

相
談
支
援
事
業

っ
て
、
緊
急
か
つ
継
続
的
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、
よ
り
専
門
的
な
知
識

や
経
験
を
持
っ
た
専
門
家
が
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
か
ら
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
害
の
あ
る
人

の
自
立
に
向
け
て
、
生
活
の
安
定
・
充

実
、
権
利
擁
護
の
た
め
関
係
機
関
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
必
要
な
援
助

を
行
い
、
障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
日

常
生
活
、
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
支
援
事
業
に
よ
っ
て
、
次
の
よ

う
な
改
善
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

▼
Ａ
さ
ん
の
ケ
ー
ス

　

知
的
障
害
が
あ
り
、
在
宅
で
生
活
し

て
い
ま
し
た
が
、
家
庭
の
事
情
で
そ
れ

が
困
難
に
な
り
相
談
。
そ
の
後
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム　

で
の
生
活
を
始
め
、
日

（※３）

中
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
Ｂ
さ
ん
の
ケ
ー
ス

　

知
的
障
害
が
あ
り
な
が
ら
、
長
年
、

療
育
手
帳
を
持
た
ず
、
生
活
し
て
い
ま

し
た
。
将
来
に
不
安
を
感
じ
、
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
療
育
手
帳
を
取
得
し
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
年
金
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
Ｃ
さ
ん
家
族
の
ケ
ー
ス

　

高
齢
者
と
障
害
者
ば
か
り
の
家
族

で
、
以
前
か
ら
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
支
援
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
相
談

支
援
事
業
に
よ
っ
て
今
ま
で
消
極
的
だ

っ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
前
向
き
に

考
え
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
特
別
支
援
学
校
と
の
連
携

　

特
別
支
援
学
校
中
学
部
・
高
等
部
在

校
生
の
進
路
決
定
の
参
考
と
な
る
よ

う
、
夏
休
み
期
間
中
に
、
日
中
一
時
支

援
事
業　

を
活
用
し
て
職
場
体
験
を
行

（※４）

い
ま
し
た
。

　

発
達
障
害
…
日
常
生
活
や
社
会
適
応

（※１）

に
支
障
が
あ
り
支
援
が
必
要
と
な
る

精
神
面
、
運
動
面
の
発
達
遅
れ
な
ど

を
表
す
障
害
の
総
称
。
養
育
方
法
や

環
境
で
な
く
、
生
物
学
的
要
因
（
先
天

性
や
疾
病
等
に
よ
る
原
因
）
に
よ
る

障
害
。

　

高
次
脳
機
能
障
害
…
交
通
事
故
な
ど

（※２）

で
脳
が
損
傷
す
る
こ
と
に
よ
り
、
記

憶
や
注
意
、
発
語
、
社
会
的
な
行
動
な

ど
が
う
ま
く
機
能
し
な
い
障
害
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
共
同
生
活
援
助
）

（※３）

…
共
同
生
活
を
す
る
障
害
者
に
、
夜

間
等
に
お
い
て
必
要
な
生
活
の
援
助

を
行
う
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
。

　

日
中
一
時
支
援
事
業
…
家
族
等
の
一

（※４）

時
的
な
介
護
か
ら
の
解
放
の
た
め
、

障
害
者
等
に
日
中
活
動
の
場
を
提
供

す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
。

　平成２０年４月より、市から社会福祉法

人旭川荘たかはし授産センター松風寮に

事業委託となり、たかはし障害者相談支援

センター（たかはし松風寮指定相談支援事

業所）として事業を開始しました。

　平成２０年１２月末現在、１２０件の相談、

関係会議出席等があり、相談内容として

は、生活相談、施設支援サービス利用相談、

職業相談、進路相談、医療相談、行政手続

相談、手帳申請、年金申請等が中心で、知

的障害関係が８５％、精神障害関係が９％、

身体障害関係が６％でした。

　今後、関係機関のネットワーク構築と連

携強化に努め、市民の皆さんに身近な相談

支援を心がけて行きたいと考えています。

どうぞよろしくお願いします。

社会福祉士

秋山 哲生さん

高梁市障害者
相談支援事業の現状

たかはし障害者相談
支援センター
　たかはし松風寮指定
　相談支援事業所（ ）


